
学科名

科目名

科目区分 単位数 1単位 開講時期 ３年次前期
必修・選択

の別

担当者

授業の
到達目標

（シラバスか
ら）

日程と内容

100%

授業到達目
標

の達成度

反省点

来年度の計
画

授業評価アン
ケートに対す

る
コメント

履修登録者
数

68名
定期試験
受験者数

36名 合格者数 15名 合格率 42%

TOEIC形式を知る：達成した
語彙を増やす：達成した
文章を読む（聴く）能力をつける：やや達成した
TOEIC300点以上取得：やや達成した

予習・復習の仕方を長い時間かけて指導したが、全体的には定着しなかった。何人かはきちんと予習するようになった。

予習・復習する姿勢をまずつけさせること。TOEICの形式に慣れるよう、できるだけ学習意欲を高めること。

やはり予習復習をしていないと答えた学生がいたので、その点を留意してゆきたい。教科書を用いたディクテーション用プ
リントや宿題を出すなど、学習の機会を授業外でも設けられるようにしたので、おおむねコメントは肯定的だったようだ。た
だ、受講態度が非常に悪い学生がおり、注意を何度もした結果その他の学生が委縮したようで、授業の雰囲気があまり
よくないと答えた学生が少人数いた。授業中の悪い態度を注意することは必要なので、これは続ける必要があると考え
る。

課題   

演習 計 100%

成績評価基
準

定期試験 実技

臨時試験 部外評価

報告書・レポート プレゼンテーション

木曜日　2限目

２０１３年度　前期 リフレクションペーパー

全学科

TOEIC英語Ⅰ　TOEIC Engish I

リテラシー科目

選択必修

田吹　香子

TOEIC 本試験で300点以上取得を目標とする。そのために、まずはTOEICの試験形式を知ることから始め、TOEICの問題
の中の社会生活に必要なコミュニケーションの情報の取得能力を実践と共につけてゆくこととする。具体的には、語彙を
増やすこと、文章を読む(聴く)力をつけること、全体の内容を把握する力をつけることに焦点を当て、復習テストなどで学
習した内容を定着させていく。


